





























Hierarchical Differentiation and Fixed Circumstances in 
Kojimachi 12 Chome





























































































































元治2 慶応2 明治1 塩1・元治2
家持 4 3 4 4
家守 6 6 5 13
地借 71 72 74 41
上中階層 81（56％） 81（51％） 84（59％） 58（43％）
店借 63 77 58 77
下層 63（44％） 77（49％） 58（41％） 77（57％）
世帯数 144 158 141 135







































職業 元治2 慶応2 明治1
記載なし 1 1 1
運輸 3 3 3
商売 50 48 47
渡世 9 14 10
職人 38 40 42
人足業・鳶 2 1 1
書役 1 1 1
賃仕事 4 6 6
日雇稼 15 21 17
棒手振 2 3 3
車力 2 2 2
雑業 17 18 8























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 5 9 10 11 12
14 15 16 18 21 22 25
［B群］上中階層＝下層 2 8 17 20 24
［C群］上中階層＜下層 4 6 7 13 19 23

























































































































































商売 1 1 1 3







商売 2 3 2 1 1 1 5 1 1 5 4 1 3 2 2 2 4 40
渡世 1 1 1 1 1 1 1 7




雑業 1 1 2 2 3 2 4 1 16
車力 1 1
賃仕事 1 1 1 3
日雇稼 3 2 4 2 1 1 1 1 15
棒手振 1 1 2
運輸 1 1
商売 1 1 1 1 1 5
渡世 1 1 2
書役 1 1
職人 6 1 5 1 1 1 2 17































































































































































































NO 名前人 検証 結果
1
地借・太右衛門（33歳）
小間物売
地借・太右衛門（33歳）小間物売。妻と子供１人、妻方の祖母・母・妹
との６人世帯。麹町十二丁目生まれ・同町育ちの娘方へ聟養子に入り、
太右衛門を襲名。（◎パターンⅠ江戸定住型）
◎
2 地借・新兵衛（34歳）鰹節商売
地借・新兵衛（34歳）鰹節商売。先代・新左衛門忰として誕生。妻と子供
１人、母、従弟１人、捨て子１人の５人世帯。（◎パターンⅠ江戸定住型） ◎
3
地借・新左衛門（13歳）
両替商売
地借・新左衛門（13歳）両替商売。単身世帯。【NO.２】地借・新兵衛の
忰として誕生、新左衛門の名称襲名。新兵衛後見で両替商売を営む。（新
五郎の分家的性格と解され、◎パターンⅠとは判ぜられない）
4 地借・孫兵衛（45歳）簾商売
地借・孫兵衛（45歳）簾商売。先代・孫兵衛の忰として誕生。妻と子供
１人の３人世帯。（◎パターンⅠ江戸定住型） ◎
5
地借・金兵衛（37歳）
質商売
地借・金兵衛（37歳）質商売。彦兵衛忰として誕生。妻と子供１人、母、
甥の５人世帯。元治２年８月１日、〔町屋敷番号23〕茂八店から、〔町屋
敷番号24〕治兵衛店へ町内移動。（人別帳の記録から、パターンⅠの指標
を読み取ることはできない）
6
家持・ひさ（43歳）
練物商売
家持・ひさ（43歳）練物商売。家持・平次郎後家。忰１人、召使１の３
人世帯。養子を取り、平次郎を名乗らせ練物商売を営むも、慶応２年12
月28日に離縁、以降は名前人となる。（家持・平次郎家は、パターンⅠ
の指標を充足する）
◎
7
地借・助左衛門（44歳）
八拾弐軒組百姓宿
地借・助左衛門（44歳）八拾弐軒組百姓宿。妻と子供３人の五人世帯。
先代助左衛門の忰として誕生、八拾弐軒組百姓宿を家業とする。（◎パタ
ーンⅠ江戸定住型）
◎
8
店借・安五郎（16歳）
八拾弐軒組百姓宿
店借・安五郎（16歳）八拾弐軒組百姓宿。単身世帯。陸附問屋／馬宿渡
世・金五郎（47歳）の忰として誕生。父・金五郎は武蔵国入間郡高根村
出生、母・たつも武蔵国多摩郡殿ヶ谷出生。金五郎の長女・すず（27歳）
が麹町十二丁目で出生しており、金五郎一家は少なくとも27年前から当
町在住である。金五郎夫婦は、武蔵国から江戸に流入し、麹町十二丁目
で陸附問屋／馬宿渡世に成功、安五郎名の八拾弐軒組百姓宿株を購入し
て、忰に継がせた。（金五郎自身はパターンⅠを志向しているが、事例は
金五郎の分家的性格と解され、パターンⅠとは判ぜられない）
9
店借・甚兵衛（54歳）畳
刺職
店借・甚兵衛（54歳）畳刺職。先代・甚兵衛の忰として誕生。妻と娘４
人、娘夫婦、従弟夫婦の10人世帯。明治１年度のみ店借、元治２年度と
慶応２年度は地借。長女かね（23歳）の婿養子に、四谷御箪笥町出生の
栄吉（27歳）を取り、世代交代の準備をする。居住階層は、明治１年度
のみ店借、元治2年度と慶応２年度は地借。五女ふじ（12歳）まで五人
の娘全員が四谷御箪笥町出生だから、一旦は四谷御箪笥町などに転出し、
再度転入したことになる。（パターンⅠの指標①を満たしておらず、厳密
には江戸定住型といえない）
10
店借・角次郎（33歳）　
仕立職
店借・角次郎（33歳）仕立職。仙助忰として誕生。妹ふよ（31歳）、弟
又吉（26歳）との３人同居世帯。（人別帳の記録から、パターンⅠの指
標を読み取ることはできない）
11 地借・久次郎（57歳）　銅子職
地借・久次郎（57歳）銅子職。先代・久五郎の忰として誕生。妻と子供
三人、甥との６人世帯。（◎パターンⅠ江戸定着型） ◎
12
地借・喜三郎（39歳）　
足袋職
地借・喜三郎（39歳）足袋職。助三郎忰として誕生。妻と妻の連れ子２
人、弟２人の６人世帯。（人別帳の記録から、パターンⅠの指標を読み取
ることはできない）
13
店借・市五郎（44歳）　
日雇稼
店借・市五郎（44歳）日雇稼。幸助忰として誕生。娘１人と二度目の妻、
母と妹との５人世帯。母いよ（65歳）は、越前国坂出郡出村出生。（人
別帳の記録から、パターンⅠの指標を読み取ることはできない）
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結論
近世後期の都市における家の再生産と人口動態の主な特徴として、以下の３点が指摘され 
る18）。（1）住民移動が激しく、ごく少数の家業安定世帯だけが比較的長期の町在住が可能で
ある、（2）家族（世帯）構成は大部分が核家族タイプ、（3）移動に一定のパターンがある。
麹町十二丁目の隣町・四谷塩町一丁目の人別帳データベースを分析した結果、ほぼ同じ結果を
得ている19）。麹町十二丁目における都市住民の定着状況は、 （1）（3）とほぼ同じパターンと
判ぜられ、都市住民の特徴を保証するものであり、近世後期における都市住民の実態を把握す
る基点となるといえる。今後、四谷地区の人別帳データベース分析結果と比較検討することに
より、甲州街道沿いの町・麹町十二丁目の特徴や四谷地区における位置づけを明確にし、最終
的には、幕末・維新期における四谷地区住民の全体像を総括したい。
本稿の課題は、「教訓書は、民衆の生活水準に適応すべく、読者層を絞り込んで執筆、刊行
された」という仮説の前提を論証することにあった。その結果、①江戸定着の進行、②社会的
階層の分化は論証することができた。本稿は、仮説の前提を論証するにとどまり、教訓書の出
版状況や内容にまで踏みこんでいない。仮説の論証を受けて、教訓書の分析に入りたい。
【注】
１）近世日本の人口構造については、関山直太郎の古典的名著を参考にした。関山直太郎『近世日本
の人口構造-徳川時代の人口調査と人口状態に関する研究』（吉川弘文館、1958）
２）斉藤修『商家の世界・裏店の世界　─江戸と大坂の比較都市史─』（リブロポート、1987年）、同
『江戸と大坂─近代日本の都市起源─』（NTT出版、2002年）。その他、歴史人口学の成果は、鬼頭
宏『日本の歴史19　文明としての江戸システム』（講談社、2002）が総括している。
３）石川謙『日本庶民教育史』（玉川大学出版部、1998新装版）、梅村佳代『近世日本教育史研究』（梓
出版社、1991）等を参照。
４）辻本雅史『「学び」の復権』（角川書店、1999）、高橋敏『江戸の教育力』（筑摩書房、2007）等を
参照。
５）東京都新宿区教育委員会編『地図で見る新宿区の移り変わり-四谷編-』（人文社、1983）による。
６）［吉田1992］では、新宿区立新宿歴史博物館所蔵「野口家文書」のなかの安永年間「沽券帳」と
1928年制作の地図を基に、町屋敷数を27と算出している。吉田伸之「表店と裏店─商人の世界、民
衆の世界─」（吉田伸之編『日本の近世 第９巻 都市の時代』中央公論社、1992）所収。
７）『町方書上　四谷町方書上』（新宿近世文書研究会、2003）を参照。その他、四谷区の概況に関し
ては、四谷区役所篇『四谷區史』（1934）を参照。
８）人別帳は、町屋敷を一単位とし、同じ町屋敷に居住する住民世帯を一括りに記録する。記録形式
は、町屋敷を差配する家守名、次いで町屋敷住民世帯の順である。家持・大助後家きみ
4 4
の記録形式
をみると、「元治２年度人別帳」では、きみ
4 4
は単独、その後に、栄兵衛差配下住民世帯が続く。「慶
応２年度人別帳」「明治１年度人別帳」では、家守・栄兵衛の後に記録される。人別帳の記録形式に
よれば、慶応２年度と明治１年度は栄兵衛差配下にある。
９）『麹町十二丁目人別帳』では、「家持・直家守」、「地借・直家守」「地借・外家守」のように、家守
の屋敷所有状況も記録している。「直家守」は居住する町屋敷の家守役、「外家守」は居住する屋敷
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とは別の屋敷の家守役の意である。
10）［吉田1992］は、麹町十二丁目に四谷地区の古着小売のセンターがあったと推定している。
11）八拾弐軒組百姓宿・安五郎は、百姓宿株の名称だと思われる。元治２年度と慶応２年度は金五郎
長男・八百五郎が名乗っているが、明治１年度は同次男・広吉に変わっている。
12）天保期の触書に、「其日稼之者取調目当」が列挙される（『江戸町触集成　第12巻』塙書房、
1999、同書触番号12582）。主な職業は、棒手振、日雇稼、手間賃稼ぎ、賃仕事、道心者、振り売り、
下細工などである。
13）町内間を移動するケースは、多い年でも年間を通して５件未満である。【表２-１】に町内間移動
を組み入れなかった理由は、以下の３点である。①町内外への転出入頻度を、分析の観点に設定し
たこと、②町内間移動は分析結果を左右するほどの件数ではないこと、③組み入れると表が煩雑と
なり、スムースな読み取りを妨げること。
14）四谷塩町一丁目人別帳データベースを使って、同町住民の移動範囲を分析したところ、半径600
メートルの半円内に収まるほどの広さという結果であった。詳細は、拙稿「幕末・維新期における
江戸町方住民の移動 ─『四谷塩町一丁目 人別書上』の分析を通して─」（『目白大学人文学研究』
第３号、2008）を参考されたい。
15）流入民における江戸定着の指標を第二世代が江戸生まれ・江戸育ちに設定した理由は、江戸流入
民の定住傾向が1800年前後に始まる点に拠る。それに加え、現存する江戸町方人別帳では、三世代
全ての出生地を正確に追跡することができない点も大きい。
16）近世の家は、家職・家産・家名の総体であり、恒常性を特徴とする。家の継承とは、先祖から続
く物質的継承財である家を、永続的に次世代に引き渡していくことを意味する。都市流入民の家は、
自身が江戸の地で新たに築いた家である。家の永続を希う思いには、自分自身の手で江戸の地で築
いた家に対する思い入れが籠められている。
17）元治２年４月時点の名前人を対象にした。ただし、名前人を変更した事例が２件ある。NO.６と
NO.13である。NO.６では、元治２年の名前人は、武蔵国出生・平次郎である。慶応２年12月から、
名前人はひさに変わる。ひさの出生地は江戸である。13世帯は、NO.６を加えた世帯数である。
NO.13は、八拾弐軒組百姓宿・安五郎である（注11参照）。
18）高木正朗「都市町内のPopulation Dynamics」（『立命館産業社会論集』第25巻第１号、1989）
19）拙稿「人別帳からみた四谷塩町一丁目の住民構成」（目白大学総合科学研究３、2007）、同「幕
末・維新期における江戸町方住民の実態─「四谷塩町一丁目人別帳」を史料にして─」（『目白大学
総合科学研究』第５号、2009）を参照されたい。
＊本稿は、日本学術振興会平成27年度科学研究費補助金（基盤研究Ｃ：課題番号26370084　近代へ
の過渡期の民衆道徳における「孝」の展開と都市住民の実態）による研究成果の一部である。
（平成27年11月 4 日受理）
